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医
学
部
・病
院
の
開
設
二
十
五

周
年
の
記
念
行
事
を
行
う
に
あ
た

り
、
福
岡
大
学
医
学
会
メ
ン
バ
ー

の
方
々
に
同
慶
の
賀
意
を
お
く
り

ま
す
と
と
も
に
、
医
学
部
・病
院

の
現
状
と
較
べ
な
が
ら
、
将
来
へ

の
発
展
計
画
を
考
え
て
み
ま
す
。

私
立
医
大
最
後
と
な
っ
た
福
大

医
学
部
は
政
令
福
岡
市
の
誕
生
と

時
を
同
じ
く
し
て
、
一
四
七
名
の

第
一
回
生
を
む
か
え
ま
し
た
。
二
、

三
回
生
が
入
学
し
た
頃
の
学
生
諸

君
は
、
一部
に
は
首
を
か
し
げ
る

よ
う
な
学
生
も
い
ま
し
た
が
、
全

体
的
に
優
れ
た
素
質
で
あ
っ
た
こ

と
は
事
実
で
、
ま
だ
若
か
っ
た
教

師
達
の
未
熟
な
教
育
技
術
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
懸
命
な
勉
学
を
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
証
に
、
二
、
三
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実
行
委
員
と
し
て
畝
（衛
生
学
）、

黒
木
（生
化
学
）、
森
園
（筑
紫

耳
鼻
科
）、
赤
羽
（寄
生
虫
）、
岡

（脳
外
科
）、
佐
々
木
（内
科
二
）、

大
慈
弥
（形
成
外
科
）
お
よ
び
川

崎
（事
務
部
）
が
就
任
し
、
平
成

八
年
九
月
十
七
日
よ
り
準
備
に
着

手
し
た
。

記
念
行
事
は
、
平
成
九
年
九
月

二
十
七
日
（土
曜
）
に
ア
ク
ロ
ス

福
岡
と
福
岡
国
際
ホ
ー
ル
と
で
行

う
。
ア
ク
ロ
ス
福
岡
で
市
民
向
け

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
医
療
展
示
、
ゲ

ス
ト
に
よ
る
講
演
会
、
同
窓
会
総

会
と
記
念
式
典
を
行
っ
た
あ
と
、

国
際
ホ
ー
ル
に
移
動
し
て
祝
賀
会

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

医
学
部
長

　

三

　

好

　

禽
佐
行

歩
い
て
き
た
二
十
五
年

福
岡
大
学
医
学
部
・病
院
が

回
生
だ
け
が
全
国
平
均
を
上
回
る

医
師
国
家
試
験
合
格
率
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
近
隣
の
諸
県

に
国
立
医
科
大
学
が
相
次
い
で
開

設
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
福
岡
大
学

医
学
部
の
学
納
金
が
高
騰
し
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
受
験
生
全
体
の
学

業
質
の
低
下
と
い
う
憂
き
目
を
見

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
、
入
学
試
験
に
適
性
試
験
（Ｍ

Ｃ
Ａ
Ｔ
）
を
導
入
し
た
り
、
医
進

課
程
で
の
医
学
勉
学
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
た
め
ア
ー
リ
ー

・
エ
キ
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
を
行
っ
た

り
、
臨
床
医
学
総
論
の
よ
う
な
コ

ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
す
る

な
ど
し
て
、
学
生
、
職
員
の
努
力

に
よ
り
、
全
学
年
の
進
級
率
、
国

試
合
格
率
と
も
に
漸
進
的
に
好
転

し
て
、
国
試
合
格
率
も
全
国
平
均

に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ニ
ー五
三
名
の
卒
業
生
の
う
ち
国

試
不
合
格
者
は
わ
ず
か
に
十
四
名

で
、
新
設
医
大
の
な
か
で
は
驚
異

的
に
少
な
い
数
で
す
。
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
が
、
医
師
国
試
に

合
格
し
た
り
、
一
つ
・
二
つ
の
医

療
技
術
を
覚
え
た
ぐ
ら
い
で
、
そ

っ
く
り
返
っ
た
り
、
威
張
り
ま
く

っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
る
ほ
ど
、
頭
の
垂
れ
る
稲
穂

か
な
〆

研
究
施
設
と
し
て
、
研
究
棟
別

館
、
ア
ニ
マ
ル
・セ
ン
タ
ー
、
医
学

部
Ｒ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
、
医
学
情
報
セ

ン
タ
ー
増
設
に
つ
い
で
、
今
年
の

春
、文
部
省
の
ハ
イ
テ
ク
・リ
サ
ー

チ
研
究
助
成
に
福
大
医
学
部
が
選

ば
れ
、
分
子
腫
蕩
学
セ
ン
タ
ー
が

発
足
し
、
間
も
な
く
施
設
も
完
成

し
ま
す
。
現
在
こ
の
セ
ン
タ
ー
に

は
、
遺
伝
子
学
、
免
疫
化
学
な
ど

の
部
門
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

発
が
ん
に
重
要
な
働
き
を
も
つ
ウ

イ
ル
ス
に
関
す
る
部
門
が
本
学
に

あ
り
ま
せ
ん
。
早
急
な
増
設
が
の

ぞ
ま
れ
ま
す
。
研
究
教
育
と
そ
の

成
果
を
評
価
す
る
大
学
院
医
学
研

究
科
が
設
立
さ
れ
て
二
〇
年
、
五

七
八
名
の
医
学
博
士
が
う
ま
れ
て

い
ま
す
。
将
来
構
想
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
調
わ
れ
た
Ａ
級
大
学
の
大
学
院

と
し
て
は
、
さ
ら
に
一層
の
内
容

充
実
が
望
ま
れ
ま
す
。

た
ゆ
ま
ぬ
勉
学
の
努
力
が
大
き

な
研
究
成
果
を
。″

臨
床
医
療
・研
究
の
場
で
あ
る

病
院
は
、
筑
紫
病
院
の
開
設
、
西

別
館
や
救
命
・救
急
セ
ン
タ
ー
の

増
設
に
く
わ
え
、
近
い
う
ち
に
管

理
・事
務
棟
の
建
設
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
福
大
医
学

部
・
病
院
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も

重
要
な
こ
と
は
、
医
療
の
技
術
や

”

　

：
’

ｔ
ｒ
ｌ
・
‐！
‐

り
、
医
学
部
・病
院
の
開
設
か
ら

今
日
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
歴
史

と
と
も
に
、
「こ
こ
ま
で
進
ん
だ

切
ら
な
い
手
術
」
の
特
集
号
と
し
、

福
岡
大
学
医
学
紀
要
と
し
て
出
版

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
関
連
行
事
と
し
て

基
礎
医
学
に
関
す
る
国
際
小
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
も
別
途
検
討
中
で
あ

る
。
二
十
五
周
年
記
念
行
事
は
、

単
に
四
半
世
紀
を
記
念
す
る
だ
け

の
祝
賀
で
は
な
く
、
市
民
に
信
頼

さ
れ
親
し
ま
れ
る
医
学
部
・病
院

の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
た
行
事

と
し
て
、
医
学
部
同
窓
会
は
じ
め

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

し
た
い
。

医学部 平成９年度行事予定
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３

政
策
の
変
化
に
と
も
な
っ
た
新
し

い
病
院
の
増
設
で
す
。
一〇
年
後

に
は
、
福
大
キ
ャ
ン
パ
ス
を
通
る

城
南
・茶
山
線
の
地
下
鉄
３
号
線

の
乗
り
入
れ
や
、
高
速
外
環
状
線

の
開
通
が
完
成
し
、
福
大
を
取
り

巻
く
交
通
環
境
が
一変
し
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
新
し
い
、
都
市
環

境
に
対
応
し
た
二
十
一世
紀
の
病

院
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
う
で

な
け
れ
ば
、
現
在
、
新
し
い
医
療

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
相
つ
い
で
新

・改
築
が
進
ん
で
い
る
市
内
の
大

病
院
や
、
隣
合
う
大
学
病
院
に
対

抗
で
き
な
い
の
で
す
。

新
し
い
ブ
ド
ウ
酒
は
、
新
し
い

革
袋
に
。″

福
岡
大
・医
学
部
創
設
に
掲
げ

た
、

地
域
医
療
へ
の
貢
献
″
を

は
た
す
に
は
、
コ
・メ
デ
ィ
カ
ル
の

薬
剤
、
看
護
、
検
査
、
リ
ハ
ビ
リ
、

福
祉
、
医
療
工
学
等
の
分
野
で
実

動
す
る
医
療
人
の
育
成
・供
給
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
合
大
学

の
利
点
を
活
か
し
、
関
連
の
学
部

の
協
力
を
え
て
、
福
岡
大
学
な
ら

で
は
の
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
学
部
・

学
科
の
創
設
・充
実
が
可
能
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成

九
年
十
二
月
に
は
医
学
・医
療
担

当
副
学
長
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な
視
点
か

ら
、
本
学
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ゾ
ー
ン

の
将
来
を
見
つ
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

』
別
へ
、
前
へ
、
つ
ね
に
前
進
。″

　

「発
作
性
夜
間
血
色
素
尿
症
の
発
症
機
序
」

　

講
演
者

　

鹿
瀬

　

伸
一

　

助
教
授
〔小
児
科
学
〕

３
、
座

　

長

　

池
田

　

靖
洋

教

　

授

〔外
科
学
第
二

２
、
座

　

長

　

満
留

　

昭
久

　

教

　

授
〔内
科

「内
視
鏡
下
外
科
手
術
の
近
未
来
」

講
演
者

　

志
村

　

英
生

　

助
教
授

座

　

長

　

畝

　　　

博

　

教

　

授

「厚
生
科
学
研
究
費
に
つ
い
て
Ｌ

講
演
者

宮
崎

　

元
伸

　

助
教
授

福
岡
大
学
医
学
会

　

第
２０
回

総
会
お
よ
び

　　　　　　

第

３７

回

福
岡
大
学
医
学
部
・病
院
創
立
祇
周
年
．

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
ポ
ス
タ
ー
で

は
、
「こ
こ
ま
で
進
ん
だ
切
ら
な

い
手
術
・Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を
目
指

し
て
」
と
い
う
主
題
で
最
新
の

医
療
技
術
を
市
民
に
紹
介
し
た

い
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
①
内
視

鏡
に
よ
る
消
化
器
疾
患
の
治
療

（八
尾
教
授
）、
②
腹
腔
鏡
・胸

腔
鏡
に
よ
る
治
療

（白
日
教
授
）、

③
心
臓
疾
患
の
血
管
内
治
療
（熊

谷
講
師
）
に
内
容
を
絞
り
、
市
民

　

－－１１

　

－－
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Ｔ
も

い
。
ポ

．．・
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－
－
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か
ら
の
質
問
に
も
答
え
た
い
。
ポ

ス
タ
ー
で
は
多
種
多
様
な
治
療
を

わ
か
り
や
す
く
展
示
し
、
ビ
デ
オ

な
ど
も
利
用
し
て
市
民
に
ゆ
っ
く

り
見
て
頂
く
つ
も
り
で
あ
る
。
複

数
の
科
で
実
施
し
て
い
る
手
技
に

実
行
委
員
長

つ
い
て
は
、
分
担
を
お
願
い
し
、

担
当
し
た
手
技
に
つ
い
て
福
大
代

表
と
し
て
展
示
し
て
頂
く
予
定
で

あ
る
。

ゲ
ス
ト
に
よ
る
講
演
会
と
し
て

中
村
桂
子
氏
（生
命
誌
研
究
館
副

・

・

　

・
１
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館
長
）
の
招
聴
が
決
定
し
た
。
演

題
は
「二
十
一世
紀
は
い
の
ち
の

時
代
」
で
、
ゲ
ノ
ム
か
ら
見
た
生

命
探
求
に
つ
い
て
の
面
白
い
話
が

聞
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

記
念
式
典
と
祝
賀
会
で
は
功
労

有

　

吉

　

朝

美

福
岡
大
学
医
学
部
・病
院

　

開
設
二
十
五
周
年
記
念
行
事
に
つい
て

者
の
表
彰
な
ど
一応
話
題
に
登
っ

た
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
目
玉
に

掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
お
手
盛
り

で
は
具
合
が
悪
か
ろ
う
と
表
彰
は

止
め
る
こ
と
に
し
た
。

記
念
出
版
も
計
画
を
進
め
て
お

０
日

　

時

○
場

　

所

平
成
九
年
七
月
二
十
三
日
（水
）午
後
五
時
か
ら

福
岡
大
学
医
学
部
臨
床
大
講
堂

「イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
の
中
枢
神
経
毒
性
Ｌ

講
演
者

高
橋
三
津
雄

講

　

師

　　　　　　　　　

例

会

○
内

　

容
＝

１

　

第
２０
回
総
会

議

　

事

　

⑦

　

報
告
事
項

　

の

　

役
員
改
選

　

◎

　

平
成
８
年
度
会
計
報
告
な
ら
び
に
平
成
９
年
度
予

　　

算

（案
）

仰

　

そ
の
他

第
３７
回
例
会

１

　

演

「
、
座

　

長

　

山
田

１１

　　

３

ロ
例

講

　

演

「
、
座

　

長

　

山
田

　

達
夫

　

教

　

授

　　　　　　　　　　　

〔内
科
・健
康
管
理
学
〕

健
康
管
理
学
〕

〔小
児
科
学
〕

〔外
科
学
第
一〕

〔衛
生
学
〕

〔衛
生
学
〕

福

　

岡 大 学 医 学 会 ニ

　

ュ
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ス
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医 学 会 ニ

　

ュ
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福
岡
大
学
医
学
部
薬
理
学
教

室
の
現
状
を
御
報
告
致
し
ま
す
。

本
年
三
月
末
日
で
退
任
さ
れ

ま
し
た
初
代
教
授
の
古
川
達
雄

先
生
の
後
任
に
桂
木
猛
教
授
が

主
任
教
授
に
昇
格
さ
れ
ま
し
た
。

古
川
先
生
は
二
十
三
年
間
の
永

き
に
わ
た
り
教
室
を
主
宰
さ
れ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
現
在

ま
で
の
所
、
教
室
内
の
ス
タ
ッ

フ
は
、
そ
の
ま
ま
で
、
阿
部
正

義
助
教
授
、
櫛
来
和
司
併
任
講

師
、
守
下
秀
治
助
手
、
宮
本
康

嗣
助
手
の
計
五
人
の
教
育
ス
タ

ッ
フ
と
山
田
博
美
教
育
技
術
職

員
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
四
人
の
大
学
院
生
（為
末

敏
、
藤
木
園
、
山
田
勝
博
、
牧

野
郁
子
）、
二
人
の
研
究
生

（桜
田
二
友
、
麻
生
博
史
）
が

在
籍
し
、
更
に
福
岡
大
学
薬
学

部
の
大
学
院
生
二
人
（小
谷
護
、

猿
渡
祥
子
）
が
当
教
室
と
共
同

実
験
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

研
究
の
テ
ー
マ
は
、
薬
理
学

と
い
う
学
問
の
性
格
状
、
広
範

囲
に
渡
り
、
桂
木
教
授
グ
ル
ー

プ
の
Ｐ
↓
℃
を
中
心
と
し
た
自

律
神
経
機
能
並
び
に
平
滑
筋
機

能
の
研
究
、
阿
部
助
教
授
グ
ル

ー
プ
の
ア
ラ
キ
ド
ン
酸
代
謝
殊

に
ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン
を
中
心
に

し
た
炎
症
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
研

究
、
櫛
来
講
師
グ
ル
ー
プ
の
神

経
性
ペ
プ
チ
ド
と
交
感
神
経
節

の
情
報
伝
達
の
研
究
、
守
下
助

手
の
神
経
１
節
伝
達
に
お
け
る

ド
ー
パ
ミ
ン
及
び
Ａ
Ｔ
Ｐ
受
容

体
の
役
割
に
つ
い
て
、
宮
本
助

手
グ
ル
ー
プ
の
和
漢
薬
の
作
用

機
序
の
解
明
を
目
指
し
た
、
細

胞
の
ス
ー
パ
ー
オ
キ
サ
イ
ド
産

生
に
対
す
る
和
漢
薬
の
作
用
機

序
の
解
明
と
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

ま
た
、
宮
本
先
生
は
内
科
第
一

を
兼
務
さ
れ
て
お
り
、
福
岡
大

学
病
院
東
洋
医
学
外
来
に
て
漢

方
診
療
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

一方
、
遺
伝
子
を
扱
う
研
究

で
は
病
態
機
能
系
総
合
研
究
室

の
柴
田
和
彦
講
師
と
盛
ん
に
共

同
研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
柴

田
博
士
は
多
忙
を
極
め
て
お
ら

れ
る
よ
う
で
す
。
大
学
院
生
お

よ
び
研
究
生
の
各
研
究
テ
ー
マ

は
為
末
、
藤
木
の
両
氏
が
平
滑

筋
細
胞
か
ら
の
＞
↓
℃
放
出
機

構
の
研
究
を
、
山
田
氏
が
神
経

性
ペ
プ
チ
ド
と
交
感
神
経
節
機

能
を
、
牧
野
氏
は
中
枢
神
経
系

に
お
け
る
ア
ン
ギ
オ
テ
ン
シ
ン

受
容
体
サ
ブ
タ
イ
プ
の
発
現
を

研
究
し
て
い
ま
す
。
ま
た
小
谷

氏
は
補
体
と
ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン

代
謝
と
の
関
連
を
言
急
く
０

レ
ベ
ル
で
研
究
し
、
猿
渡
氏
は

ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン
Ｃ
４
合
成
酵

素
Ｆ
弓
Ｏ
Ａ
鷺
己
常
務
）
の
ラ
ッ

ト
種
で
の
精
製
並
び
に
本
酵
素

発
現
の
分
子
生
物
学
的
機
序
の

解
明
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
研

究
生
の
桜
田
氏
は
、
ア
レ
ル
ギ

ー
反
応
に
お
け
る
Ｑ
聾
１ト
一
の

お
よ
び
ｒ
一
切
ぬ
の
各
役
割
を
、

麻
生
氏
は
癌
細
胞
の
フ
オ
ス
フ

ォ
リ
パ
ー
ゼ
Ａ
２
抑
制
機
序
の

解
明
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
岡

本
育
助
手
は
、
当
教
室
で
敗
血

症
時
の
肺
ｏ肝
障
害
に
お
け
る

ヒ
ス
タ
ミ
ン
・
ロ
イ
コ
ト
リ
エ

ン
の
関
与
を
ヒ
ス
タ
ミ
ン
Ｈ
Ｉ

受
容
体
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス

を
用
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

教
室
の
主
な
行
事
と
し
て
は

歓
送
迎
会
、
忘
年
会
以
外
に
、

年
１
回
の
教
室
旅
行
が
あ
り
、

本
年
度
は
一月
十
五
日
の
成
人

の
日
を
利
用
し
て
一泊
二
日
で

湯
布
院
の
旅
に
出
か
け
、
夜
の

宴
会
で
は
色
々
な
ゲ
ー
ム
そ
の

他
で
楽
し
い
一時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

以
上
の
様
に
、
桂
木
教
授
の

下
、
新
体
制
で
教
育
・研
究
に

教
室
一丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　　

（文
責

　

阿
部

　

正
義
）

薬
理
学
教
授

　　

桂
木

　　

猛

　 　　 　
　　　　　　 　　　

　

　　　
　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

平成９年４月１日付で本学へ赴任、 または昇格され

た方に自己紹介をしていただきました。

　

私
は
三
年
前
に
も
本
ニ
ュ
ー
ス

で
実
は
薬
理
学
教
授
と
し
て
自
己

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
今

回
は
古
川
教
授
の
御
退
職
に
伴
い

後
任
の
主
任
教
授
に
昇
格
し
、
再

度
筆
を
と
り
ま
し
た
。
昭
和
五
十

三
年
、
本
医
学
部
の
大
学
院
開
設

に
伴
っ
て
薬
理
学
教
室
の
講
師
と

し
て
着
任
以
来
二
十
年
の
歳
月
が

流
れ
、
そ
の
間
、
薬
理
学
を
取
り

ま
く
環
境
も
大
き
く
変
っ
て
来
ま

し
た
。
当
時
は
未
だ
、
薬
理
学
ら

し
い
特
色
の
あ
る
研
究
、
例
え
ば

α
１や
β
１受
容
体
な
ど
は
、
薬
理

学
者
に
よ
っ
て
考
え
出
さ
れ
た
受

容
体
と
し
て
広
く
こ
の
学
会
の
研

究
の
中
心
を
な
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
昨
今
の
遺
伝
子
研
究
法
の

目
覚
ま
し
い
進
歩
に
よ
り
、
短
時

間
に
あ
ら
ゆ
る
受
容
体
の
蛋
白
構

造
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
に
至
り
、

今
や
、
こ
の
研
究
の
主
流
は
薬
理

か
ら
医
学
、
薬
学
系
を
越
え
、
理

学
、
工
学
、
農
学
に
移
り
、
発
展

し
て
お
り
ま
す
。
特
に
最
近
は
、

情
報
の
著
し
い
発
達
に
よ
り
、
生

理
活
性
物
質
の
新
発
見
と
い
う
よ

う
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
対
す
る
研
究

者
の
反
応
は
非
常
に
素
早
く
な
り
、

研
究
領
域
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
が
進

み
、
そ
の
結
果
ど
ん
な
学
会
で
も

同
じ
テ
ー
マ
の
報
告
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
然
、
競

争
も
激
し
く
研
究
に
ス
ピ
ー
ド
が

求
め
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
は
組
織
力

と
資
金
力
を
持
つ
研
究
グ
ル
ー
プ

が
益
々
優
位
に
な
る
傾
向
が
強
ま

る
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
地
方
の

私
立
大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
今

後
生
き
て
行
く
た
め
に
は
、
現
時

点
で
は
日
が
当
た
ら
ず
と
も
、
将

来
性
の
あ
る
テ
ー
マ
を
探
し
、
そ

れ
を
コ
ツ
コ
ツ
や
っ
て
い
く
し
か

な
い
な
ど
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

教
育
面
に
お
い
て
も
ご
存
じ
の
よ

う
に
薬
理
学
は
基
礎
お
よ
び
臨
床

科
目
の
内
容
を
少
し
ず
つ
取
り
込

ん
で
成
り
立
っ
て
い
る
間
□
の
広

い
教
育
科
目
で
す
。
従
い
ま
し
て

今
後
共
多
く
の
先
生
方
に
多
大
の

御
支
援
御
協
力
を
心
よ
り
お
願
い

す
る
次
第
で
す
。

公
衆
衛
生
学
教
授

　　

守
山

　

正
樹

学
生
実
習
の
時
の
経
験
が
縁
で

一九
七
五
年
に
東
北
大
学
を
卒
業

後
、
公
衆
衛
生
学
の
大
学
院
に
進

み
ま
し
た
。
三
か
月
目
に
教
室
の

調
査
に
同
行
し
、
南
米
ボ
リ
ビ
ア

の
日
本
人
移
住
地
で
生
活
と
健
康

に
つ
い
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
時
体
験

し
た
「人
の
健
康
の
背
景
に
あ
る

環
境
を
知
る
こ
と
」
の
面
白
さ
と

困
難
さ
が
、
そ
の
後
の
私
の
研
究

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

大
学
院
を
卒
業
後
、
米
国
テ
キ
サ

ス
大
学
に
留
学
し
二
年
間
人
類
学

を
学
び
ま
し
た
。
八
一年
に
長
崎

大
学
に
赴
任
し
、
最
初
の
五
年
間

は
公
衆
衛
生
学
教
室
に
お
い
て
、

皮
下
脂
肪
分
布
か
ら
の
成
人
病
危

険
度
の
予
測
、
尿
中
物
質
か
ら
の

小
児
の
発
育
／
健
康
の
予
測
、
草

刈
り
機
の
振
動
の
健
康
影
響
評
価
、

小
動
物
を
用
い
た
環
境
ス
ト
レ
ス

の
評
価
、
な
ど
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
か
ら
動
物
実
験
に
わ
た
る
様
々

な
テ
ー
マ
を
手
が
け
ま
し
た
。

八
六
年
に
長
崎
大
学
の
衛
生
学

教
室
に
移
っ
た
直
後
か
ら
始
め
た

の
が
「炭
坑
閉
山
後
の
一離
島
に

お
け
る
人
ロ
減
少
と
住
民
の
健
康

評
価
」
の
研
究
で
す
。
他
分
野
の

研
究
者
と
共
同
研
究
を
進
め
る
中

で
、
社
会
医
学
に
お
け
る
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
重
要
性
、
中
で
も

対
象
者
と
の
対
話
の
重
要
性
を
大

学
院
以
来
、
再
認
識
し
ま
し
た
。

以
後
、
地
域
住
民
が
理
解
し
に
く

い
健
診
結
果
を
分
か
り
や
す
く
表

示
す
る
た
め
の

手
書
き
顔
グ
ラ

フ
の
開
発
″
を
手
始
め
に
、
健
康

・疾
病
に
関
す
る
対
話
（情
報
の

認
識
ｏ表
現
・伝
達
を
含
む
）
を

研
究
し
て
い
ま
す
。
対
話
支
援

ツ
ー
ル
の
開
発
は
、
そ
れ
を
用
い

た
健
康
評
価
法
や
健
康
教
育
法
の

研
究
へ
と
つ
な
が
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
九
一年
に
は
米
国
イ
リ

ノ
イ
大
学
の
教
育
学
部
で
研
究
の

理
論
的
な
枠
組
み
を
深
め
る
機
会

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
対
話
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
研
究
を
進

め
る
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。
ど
の

よ
う
に
研
究
を
進
め
る
に
し
て
も
、

前
提
と
し
て
、
福
岡
大
学
の
学
生

諸
君
と
の
講
義
・
実
習
を
通
し
て

の
対
話
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
対
話
的

な
研
究
と
教
育
を
通
し
て
、
一
人

で
も
多
く
の
学
生
諸
君
に
疾
病
だ

け
で
な
く
疾
病
の
背
景
に
も
目
を

向
け
て
も
ら
い
、
保
健
や
福
祉
に

も
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
て
る
こ

と
に
力
を
尽
く
し
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

内
科
・健
康
管
理
学
教
授

　　　

山
田

　

達
夫

平
成
九
年
四
月
一
日
付
で
福
岡

大
学
医
学
部
内
科
・健
康
管
理
学

講
座
の
教
授
と
し
て
着
任
い
た
し

ま
し
た
。
私
は
昭
和
四
十
九
年
に

東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
を
卒

業
し
、
山
梨
県
立
病
院
で
各
科
研

修
を
行
い
、
そ
の
後
の
順
天
堂
大

学
と
千
葉
大
学
で
は
平
山
恵
造
現

千
葉
大
名
誉
教
授
の
ご
指
導
の
下

で
数
多
く
の
神
経
内
科
疾
病
の
診

療
を
行
い
な
が
ら
神
経
難
病
に
し

ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
不
随
意
運
動

の
研
究
を
行
い
、
一時
期
出
向
し

て
い
た
東
北
大
学
で
は
難
病
治
療

の
立
場
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
修
得
と
肉
甘
ｍ蓬
ＯＢ
凶
を
研

究
し
ま
し
た
。
千
葉
大
に
再
び
戻
っ

て
か
ら
は
主
と
し
て
ャ
響
覆
房
０口

病
の
認
知
障
害
を
解
明
す
べ
く
電

気
生
理
学
的
手
法
を
取
り
入
れ
た

神
経
心
理
学
的
研
究
や
神
経
難
病

の
疫
学
調
査
な
ど
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

三
年
間
の
国
ゴ
ロ
のけ
ｏ
ｏき
巳
げお

大
学
へ
の
留
学
以
後
の
私
の
主
要

な
研
究
課
題
は
け
ｍ詩
貫
き
口
病

等
の
錐
体
外
路
系
疾
患
と
＞
ミ

ゴ聖
ョ
貨
病
な
ど
の
高
齢
者
に
み

ら
れ
る
神
経
難
病
を
対
象
と
し
た

も
の
で
、
免
疫
学
、
分
子
病
理
学
、

分
子
生
物
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

る
早
期
診
断
法
の
確
立
と
病
因
の

解
明
で
あ
り
ま
す
。
福
岡
大
学
医

学
部
は
内
科
の
再
編
成
の
中
に
あ

り
、
私
は
専
門
で
あ
り
ま
す
神
経

内
科
学
は
も
と
よ
り
従
来
か
ら
の

健
康
管
理
学
を
発
展
さ
せ
る
責
務

を
負
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
い
は
さ
ら
に
私
の
配
下
に

内
科
の
も
う
一部
門
が
増
え
る
可

能
性
さ
え
も
あ
り
ま
す
。
私
は
こ

の
数
年
間
は
教
室
の
基
礎
固
め
の

時
期
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
特

に
健
康
管
理
科
に
属
し
て
い
た
教

室
員
に
は
総
合
診
療
医
と
し
て
全

体
の
病
院
体
制
の
な
か
で
活
躍
し

て
い
た
だ
く
よ
う
日
夜
具
体
的
な

戦
略
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

福
岡
大
学
医
学
部
の
特
徴
か
ら

日
‐日
賢
く
ｎ鴛
の
医
の
養
成
が
中

心
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
私
ど
も

は
神
経
科
学
研
究
に
も
全
力
で
取

り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。
特
に

＞
軒
房
巨
費
ｕ
ャ
豊
村
旨
窓
口
病
の

病
因
解
明
に
向
け
、
我
々
の
仮
説

検
証
に
精
を
出
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

九
州
に
は
私
の
高
校
、
大
学
の

同
窓
会
の
諸
先
輩
が
お
ら
れ
、
す

で
に
何
人
か
の
先
輩
か
ら
ご
指
導

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
が
、
福
岡
大

学
医
学
会
の
諸
先
生
に
は
更
に
一

層
の
ご
指
導
ご
鞭
縫
を
こ
の
紙
面

を
お
借
り
し
て
お
願
い
申
し
あ
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

産
科
婦
人
科
学
教
授

　　　

瓦
林
達
比
古

昭
和
四
十
九
年
に
九
州
大
学
を

卒
業
し
て
産
婦
人
科
入
局
。
九
大

病
院
で
の
一年
間
の
臨
床
研
修
の

後
に
大
学
院
に
入
学
し
、
主
と
し

て
電
気
生
理
学
的
手
法
に
よ
る
子

宮
平
滑
筋
の
生
理
・薬
理
学
的
研

究
を
学
び
ま
し
た
。
三
年
間
の
研

究
の
後
に
博
士
論
文
審
査
に
合
格

し
、
大
学
院
在
籍
の
ま
ま
二
年
間

米
国
北
東
部
の
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
で

研
究
員
と
し
て
同
様
の
研
究
を
続

け
ま
し
た
。
帰
国
後
は
九
大
、
九

州
労
災
病
院
、
佐
賀
医
大
の
各
産

婦
人
科
を
経
て
、
平
成
三
年
四
月

よ
り
本
学
に
赴
任
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
佐
賀
医
大
に
は
病
院

開
院
以
来
九
年
余
り
勤
務
し
ま
し

た
が
、
学
生
教
育
で
は
ア
ー
リ
ー

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
、
ク
リ
ニ
カ

ル
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
、
チ
ュ
ー

タ
ー
制
度
、
Ｍ
６
の
選
択
コ
ー
ス

な
ど
、
診
療
面
で
は
病
院
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
の
際
の
一連
の

流
れ
（少
々
の
混
乱
も
含
め
ま
し

て
）
な
ど
も
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
本
学
で
も
同
様
の
シ
ス
テ
ム

が
進
行
中
で
あ
り
、
過
去
の
事
を

思
い
出
し
な
が
ら
従
事
し
て
い
ま

す
。医

科
大
学
の
存
在
基
盤
は
教
育
、

研
究
、
診
療
に
あ
り
ま
す
が
、
私

学
で
あ
る
福
岡
大
学
の
社
会
的
使

命
は
国
立
大
学
と
は
自
ず
か
ら
異

な
り
ま
す
。
ま
ず
は
良
い
臨
床
医

を
育
成
す
る
医
育
機
関
と
し
て
教

育
を
重
視
し
、
研
究
や
診
療
の
質

の
向
上
も
、
最
終
的
に
は
教
育
に

還
元
で
き
る
よ
う
に
各
々
実
践
し

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
は
価
値
観
が
激
し
く
多

様
化
し
て
行
っ
た
頃
に
青
春
時
代

を
過
ご
し
た
団
塊
の
世
代
の
人
間

で
す
の
で
、
多
趣
味
で
あ
っ
て
無

趣
味
で
あ
る
と
も
言
え
る
の
で
す

が
、
一方
、
特
に
踏
襲
す
べ
き
事

も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
は
そ
の
時
代
の
中
で
育
ん

だ
私
達
自
身
の
感
性
で
教
室
作
り

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
改

め
て
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

醐

　

在
籍
し
、
更
に
福
岡
大
学
薬
学

　

胞
の
ス
ー
パ
ー
オ
キ
サ
イ
ド
産

　

発
現
の
分
子
生
物
学
的
機
序
の

　　

（文
責

　

阿
部

　

正
義
）
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小
児
科
学
教
授

　　

満
留

　

昭
和
四
十
年
九
州
大
学
を
卒
業
、

小
児
科
学
教
室
に
は
い
り
、
永
山

徳
郎
教
授
、
つ
づ
い
て
合
屋
長
英

教
授
の
も
と
で
小
児
神
経
学
を
学

び
ま
し
た
。
当
時
の
神
経
グ
ル
ー

プ
に
は
竹
下
研
三
先
生
（鳥
取
大

学
神
経
小
児
科
教
授
）、
黒
川
徹

先
生
（国
立
療
養
所
西
別
府
病
院

院
長
）、
黒
木
良
和
先
生
（神
奈

月
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
部
長
）、

高
嶋
幸
男
先
生
（国
立
精
神
神
経

セ
ン
タ
ー
部
長
）
な
ど
優
秀
な
先

輩
が
多
く
楽
し
く
小
児
神
経
学
の

研
修
が
出
来
ま
し
た
。

昭
和
五
十
年
に
福
岡
大
学
に
赴

任
い
た
し
ま
し
た
。
船
津
維
一郎

教
授
、
小
田
禎
一教
授
の
ご
指
導

の
も
と
新
し
い
小
児
科
学
教
室
の

基
礎
づ
く
り
に
一
生
懸
命
で
し
た
。

研
究
は
九
大
時
代
か
ら
小
児
神
経

学
、
特
に
臨
床
神
経
生
理
学
を
中

心
に
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
後
は
さ
ら
に
こ
れ
を
発
展
さ
せ
、

さ
ら
に
若
い
人
の
協
力
を
得
て
分

子
遺
伝
学
的
な
方
面
に
も
研
究
を

進
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

福
岡
大
学
小
児
科
は
オ
ー
ル
ラ
ウ

ン
ド
な
臨
床
力
を
持
ち
、
包
括
的

医
療
の
出
来
る
小
児
科
医
の
育
成

を
教
室
の
伝
統
と
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
今
後
も
卒
後
教
育
の

シ
ス
テ
ム
の
改
良
と
充
実
を
は
か

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現

在
急
患
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
行
政
か

ら
の
要
請
や
、
市
中
病
院
か
ら
の

小
児
科
医
の
要
請
な
ど
が
多
く
、

教
室
の
マ
ン
パ
ワ
ー
で
は
こ
れ
ら

に
充
分
応
え
ら
れ
ず
に
お
り
ま
す
。

若
い
人
た
ち
が
私
ど
も
の
教
室
に

た
く
さ
ん
は
い
っ
て
こ
ら
れ
る
こ

と
を
強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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内
科
に
入
局
し
、
糖
尿
病
研
究
室

　

下
で
イ
ン
タ
ー
ン
を
し
、
三
十
一

　

の
た
め
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

職
人
の
徒
弟
制
度
み
た
い
な
も

　

さ
ん
は
ほ
と
ん
ど
口
を
き
い
て

　　　　　　　　　　　　

目

機

放

る
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断
し
年
血
細
で
な
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大
ン
２

　

最

世
を
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．
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学
医
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さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

帰
国
、
三
十
八
年
に
大
学
院
を
卒

　　　　　　　　　　　　　　

滴
し
と
っ
て
！
」
と
言
わ
れ
、

　

台
と
い
う
日
が
続
い
て
い
ま
し

　

次
の
方
は
・
平
成
九
年
三
月
羊

ー
日
付
で
退

　

生
理
学
第
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歯
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部
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；
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ま
ず
私
の
略
歴
を
ご
紹
介
し
ま

す
と
、
本
学
卒
業
後
小
児
科
に
入

局
し
、
幅
広
い
臨
床
が
体
験
で
き

る
小
児
科
学
に
感
動
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
第
二
生
化
学
教
室
で
医

学
研
究
の
喜
び
教
え
て
い
た
だ
き
、

続
く
約
四
年
間
の
ア
メ
リ
カ
留
学

で
日
本
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を

得
ま
し
た
。
再
び
小
児
科
に
戻
っ

て
か
ら
は
常
に
臨
床
で
生
じ
る
疑

問
を
基
礎
医
学
研
究
の
材
料
と
し
、

そ
の
研
究
で
得
た
知
識
を
臨
床
に

還
元
で
き
な
い
か
腐
心
し
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
間
に
十
七
年
が
矢
の
よ
う

に
過
ぎ
ま
し
た
。
学
生
時
代
を
通

じ
教
え
を
請
う
た
先
生
が
た
が
退

職
さ
れ
る
な
か
、
気
が
付
け
ば
そ

の
先
生
が
た
が
立
っ
て
お
ら
れ
た

同
じ
教
壇
に
自
分
が
立
つ
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ

に
は
診
療
や
研
究
と
は
違
っ
た
難

し
さ
が
待
っ
て
お
り
、
当
初
は
講

義
を
す
る
の
が
憂
う
つ
で
し
た
。

し
か
し
、
講
義
は
自
分
の
臨
床

知
識
や
研
究
成
果
を
い
か
に
上
手

に
伝
え
る
か
を
問
わ
れ
る
場
で
あ

る
と
考
え
る
と
、
し
だ
い
に
意
欲

も
沸
い
て
き
ま
し
た
。
は
な
か
ら
、

昨
日
ま
で
講
義
を
受
け
て
い
た
者

が
突
然
講
義
を
す
る
様
な
気
持
ち

で
す
か
ら
、
自
分
が
聞
い
て
楽
し

い
講
義
を
心
掛
け
る
よ
う
し
て
い

ま
す
。
居
眠
り
し
て
い
る
学
生
の

数
も
私
の
講
義
の
つ
ま
ら
な
さ
を

表
す
指
標
と
肝
に
念
じ
、
こ
の
次

は
ひ
と
り
で
も
多
く
の
学
生
の
目

を
さ
ま
し
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る

か
、
舞
台
の
演
出
家
よ
ろ
し
く
あ

れ
こ
れ
考
え
講
義
の
前
夜
が
更
け

ま
す
。

毎
日
、
医
学
書
を
め
く
る
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま
な
症
例
に
出
会
う
小

児
科
。
私
に
講
義
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
が
た
に
は
遠
く
及
ば

な
い
も
の
の
、
せ
め
て
こ
の
魅
力

を
少
し
で
も
学
生
に
伝
え
ら
れ
れ

ば
と
願
う
こ
の
頃
で
す
。

外
科
学
第
欄
助
教
授

　

志
村

英
生

　

こ
の
た
び
福
岡
大
学
に
採
用
さ

れ
ま
し
て
第
一外
科
の
池
田
靖
洋

教
授
の
も
と
に
参
り
ま
し
た
。
父

が
い
た
教
室
で
す
の
で
非
常
に
親

し
み
が
あ
る
の
で
す
が
、
実
際
に

就
職
す
る
と
な
る
と
不
安
と
期
待

と
が
交
錯
す
る
選
択
で
し
た
。

私
は
、
小
学
校
時
代
か
ら
福
岡

に
住
ん
で
お
り
、
ほ
と
ん
ど
福
岡

か
ら
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

修
猷
館
を
卒
業
し
九
州
大
学
医
学

部
で
学
び
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も

九
大
第
一外
科
に
入
局
し
さ
ら
に

基
礎
研
究
の
目
的
で
九
大
生
体
防

御
医
学
研
究
所
な
ど
に
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

大
学
で
の
研
究
や
専
門
は
、
大

学
院
で
腫
癌
ウ
イ
ル
ス
研
究
を
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
消
化
器
癌
の

細
胞
生
物
学
や
分
子
生
物
学
研
究

で
す
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
悪
性
度

の
高
い
騨
胆
道
癌
の
効
果
的
な
治

療
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
九
大
の
田
中
雅
夫
教
授

の
ご
指
導
に
よ
り
内
視
鏡
外
科
手

術
を
始
め
、
こ
の
新
し
い
外
科
の

可
能
性
に
惹
か
れ
て
お
り
ま
す
。

私
は
も
と
も
と
電
子
工
学
や
物
理

学
的
な
分
野
に
親
し
み
を
覚
え
る

人
間
で
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
個
人

の
技
量
と
徒
弟
制
度
に
乗
っ
て
い

た
外
科
と
は
異
な
る
新
し
い
電
子

機
器
の
活
躍
が
著
し
い
内
視
鏡
外

科
は
大
変
興
味
深
い
分
野
で
す
。

し
か
も
こ
れ
ら
の
手
技
は
患
者
に

優
し
い
医
療
を
目
指
す
も
の
で
、

こ
れ
か
ら
の
医
療
の
中
心
と
な
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

年
齢
も
進
み
ま
す
と
、
自
分
の
体

を
積
極
的
に
作
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
三豊
栄
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。
趣
味
の
テ
ニ
ス
や

ス
ポ
ー
ツ
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
を
楽
し

み
な
が
ら
、
教
育
や
診
療
や
研
究

に
努
力
し
て
い
こ
う
と
虫
の
良
い

こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

整
形
外
科
学
助
教
授

　　　

　　
　
　

　

　
　　
　

昭
和
五
十
三
年
日
本
医
科
大
学

を
卒
業
後
、
本
学
整
形
外
科
に
入

局
し
高
岸
直
人
名
誉
教
授
の
ご
指

導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
五
年
間

の
臨
床
研
修
期
間
中
、
南
は
沖
縄

か
ら
北
は
北
海
道
ま
で
楽
し
い
派

遣
病
院
巡
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
日
本
全
国

ど
こ
へ
行
っ
て
も
旨
い
食
事
と
楽

し
い
酒
を
世
話
し
て
貰
う
人
に
は

事
欠
か
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
整
形
外
科
の

臨
床
研
修
を
経
て
、
昭
和
五
十
八

年
よ
り
本
学
病
態
構
造
系
大
学
院

生
と
し
て
第
一病
理
学
教
室
で
骨

軟
部
腫
癌
の
研
究
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

岩
崎
教
授
ご
指
導
の
下
、
骨
軟

部
腫
癌
の
培
養
細
胞
と
単
ク
ロ
ー

ン
抗
体
作
成
を
三
年
間
来
る
日
も

来
る
日
も
行
い
続
け
、
昭
和
六
十

二奪
十に
悪
性
線
維
性
組
織
球
腫
の

単
ク
ロ
ー
ン
抗
体
で
博
士
号
を
取

得
い
た
し
ま
し
た
。
大
学
院
卒
業

後
も
菊
池
教
授
の
ご
厚
意
に
よ
り

病
理
学
教
室
の
助
手
、
併
任
講
師

と
し
て
さ
ら
に
二
年
間
研
究
生
活

を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
平
成
一年
よ
り
整
形
外
科
併

任
講
師
、
平
成
二
年
よ
り
整
形
外

科
講
師
と
し
て
、
主
と
し
て
骨
軟

部
腫
癌
の
臨
床
に
従
事
し
て
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
福
岡

大
学
整
形
外
科
入
局
以
来
多
く
の

先
生
方
に
有
形
無
形
の
ご
援
助
と

ご
愛
顧
を
い
た
だ
き
、
人
に
恵
ま

れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を

痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

福
岡
大
学
で
の
最
も
特
徴
的
な

点
は
、
教
室
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な

い
医
師
相
互
間
の
協
力
が
極
め
て

容
易
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
利
点
を
生
か
し
、
私
の
専
門

で
あ
り
ま
す
骨
軟
部
腫
癌
領
域
、

特
に
悪
性
腫
癌
に
関
し
、
多
く
の

先
生
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
臨

床
と
研
究
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
指
導
ご
協
力
の
程
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

内
科
学
第
二
講
師

　　　

野
田

　

慶
太

福
岡
大
学
を
卒
業
し
た
後
第
二

内
科
へ
入
局
し
、
そ
の
後
大
学
院

へ
進
み
、
荒
川
教
授
よ
り
キ
ニ
ン
ー

テ
ン
シ
ン
系
の
生
体
内
で
の
意
義

に
つ
い
て
と
い
う
研
究
テ
ー
マ
を

頂
き
ま
し
た
。
麻
酔
下
に
雑
種
成

犬
で
心
筋
梗
塞
を
作
成
し
そ
の
間

の
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
１１
と
キ
ニ

ン
の
動
き
を
経
時
的
に
観
察
し
、

各
種
薬
物
の
心
筋
梗
塞
に
与
え
る

影
響
を
調
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
学
位
論
文
と
し
大

学
院
を
卒
業
し
ま
し
た
。
そ
の
後

我
が
教
室
で
伝
統
的
に
留
学
し
て

い
た
オ
ハ
イ
オ
外
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン

ド
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
平
成
元
年
四
月

に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
カ

テ
コ
ー
ル
ア
ミ
ン
受
容
体
の
Ｓ
１

ｓ
結
合
の
研
究
を
行
っ
た
の
で
す

が
、
最
終
デ
ー
タ
が
過
去
の
報
告

と
異
な
っ
て
い
た
た
め
ボ
ス
達
は

大
変
興
奮
し
て
い
た
の
で
す
が
、

こ
の
分
野
の
大
家
の
デ
ー
タ
を
半

人
前
の
私
が
否
定
す
る
わ
け
で
す

か
ら
か
な
り
の
時
間
が
か
か
り
ま

し
た
。

　

こ
の
時
点
で
既
に
三
年
が
経
っ

て
い
ま
し
た
が
、
同
研
究
所
へ
留

学
し
て
い
た
我
が
グ
ル
ー
プ
の
先

輩
の
帰
国
に
伴
い
、
ア
ン
ジ
オ
テ

ン
シ
ン
１１
受
容
体
の
構
造
と
機
能

に
関
す
る
研
究
を
引
き
継
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
手
が
け

た
受
容
体
活
性
化
機
構
の
解
明
は

大
変
興
味
が
あ
り
、
最
後
ま
で
や

り
遂
げ
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
留

学
期
間
も
五
年
半
と
な
り
、
そ
の

後
の
研
究
を
我
が
グ
ル
ー
プ
の
後

輩
に
任
せ
て
平
成
六
年
九
月
に
帰

国
し
ま
し
た
。

帰
国
後
、
副
病
棟
医
長
、
病
棟

医
長
、
副
医
局
長
と
大
変
な
仕
事

を
仰
せ
つ
か
り
身
分
不
相
応
と
知

り
な
が
ら
も
回
り
の
方
々
の
多
大

な
協
力
を
得
て
こ
こ
ま
で
や
っ
て

来
れ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
自
分
が
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
い
く
立
場
と
な
り
そ
の

大
変
さ
が
身
に
し
み
て
い
る
こ
の

頃
で
す
。
未
熟
な
私
で
す
が
今
後

と
も
御
指
導
ご
鞭
纏
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

内
科
・健
康
管
理
学
講
師

高
橋
三
津
雄

神
奈
川
県
の
丹
沢
山
塊
の
麓
で

生
ま
れ
育
ち
、
東
京
・千
葉
で
学

生
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
昭
和
六

十
一年
に
千
葉
大
学
を
卒
業
後
、

同
大
学
神
経
内
科
学
教
室
に
入
局

し
平
山
悪
造
先
生
の
ご
指
導
を
承

け
ま
し
た
。
そ
の
後
大
学
お
よ
び

関
連
病
院
に
て
臨
床
神
経
学
の
経

験
を
積
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

六
年
ほ
ど
前
か
ら
、
当
時
カ
ナ

ダ
留
学
か
ら
帰
国
さ
れ
た
山
田
達

夫
先
生
を
お
手
伝
い
し
、
基
礎
的

な
研
究
に
も
従
事
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
臨
床
の
場
面
と
研
究

で
は
、
随
分
と
テ
ン
ポ
や
価
値
観

の
違
い
が
あ
り
、
当
初
は
こ
ん
な

浮
き
世
離
れ
し
た
世
界
に
深
く
入

り
込
ん
で
し
ま
っ
て
良
い
の
だ
ろ

う
か
と
思
う
こ
と
が
多
く
、
毎
日

夕
方
に
な
る
と
気
分
が
沈
ん
で
悩

ん
で
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

神
経
内
科
の
臨
床
で
よ
く
遭
遇

　　　　　　　　　　　　

施
設
に
は
図
の
よ
う
に
Ｐ
３

山
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分子腫蕩学センター

　

　 　　

福岡大学分子腫蕩学センター

研究室 器材室

　　

講習室

　
　　　　　　　　　　　　　　

　　一新
す
る
あ
ま
り
名
誉
で
な
い
医
者
の

評
判
は
、
「診
断
は
正
し
い
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
、
ど
う
せ
そ
の

病
気
は
治
せ
な
い
ん
で
し
ょ
う
」

と
い
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、
私

は
い
つ
も
こ
う
思
う
こ
と
に
し
て

い
ま
し
た
。
神
経
内
科
の
イ
メ
ー

ジ
を
暗
い
も
の
に
し
て
い
る
変
性

疾
患
を
自
分
な
り
に
何
と
か
研
究

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
出
来
な
い
だ
ろ

う
か
、
そ
し
て
治
療
に
結
び
つ
く

よ
う
な
病
態
の
解
明
に
少
し
で
も

近
づ
き
た
い
、
と
。
今
、
こ
の
目

標
の
達
成
に
は
気
の
遠
く
な
る
ほ

ど
の
道
の
り
が
あ
る
こ
と
が
以
前

よ
り
は
っ
き
り
と
わ
か
っ
て
来
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
し
か
し
、

実
際
に
患
者
さ
ん
を
看
て
き
た
者

に
許
さ
れ
る
発
想
が
あ
る
と
信
じ
、

す
こ
し
ず
つ
進
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
の
合
間
に
、
丹
沢
に
よ
く

似
た
背
振
山
地
の
沢
登
り
や
、
自

然
観
察
も
し
て
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

－９月末完成予定－
私
立
大
学
の
大
学
院
・研
究

所
に
対
し
、
最
先
端
の
技
術
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
必
要
な
支

援
を
行
う
と
い
う
目
的
で
、
文

部
省
が
平
成
八
年
度
に
創
設
し

た
「私
立
大
学
ハ
イ
テ
ク
・
リ

サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
」
に
、
本
学
か
ら
申
請
し
て

い
た
「分
子
腫
癌
学
セ
ン
タ
ー

構
想
（研
究
組
織
代
表
者

　

黒

木
政
秀
教
授
）」
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

医
学
部
Ｒ
Ｉ
施
設
南
側
に
新

設
さ
れ
る
研
究
施
設
は
二
階
建

て
で
、
名
称
は
「福
岡
大
学
分

子
腫
癌
学
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

ま
た
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

は
「癌
お
よ
び
関
連
疾
患
の
診

断
と
治
療
に
対
す
る
遺
伝
子
工

学
的
新
戦
略
」
で
す
。

三
月
二
十
四
日
に
無
事
地
鎮

祭
を
終
え
、
同
三
十
一
日
着
工
、

九
月
三
十
日
の
竣
工
を
め
ど
に

現
在
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。施

設
に
は
図
の
よ
う
に
Ｐ
３

眼
科
学
講
師

　　

大
里

　

正
彦

昭
和
六
十
一年
に
福
岡
大
学
を

卒
業
後
、
眼
科
学
教
室
に
入
局
し

ま
し
た
。
三
年
間
の
臨
床
研
修
の

後
、
病
態
構
造
系
の
大
学
院
に
進

み
、
卒
業
後
、
眼
科
学
教
室
の
助

手
と
し
て
勤
務
し
、
平
成
六
年
よ

り
ジ
ョ
ン
ズ
１
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学

の
ウ
イ
ル
マ
ー
眼
研
究
所
に
約
二

年
間
留
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。臨

床
研
修
を
行
っ
て
い
る
と
き

に
眼
内
の
増
殖
性
病
変
に
興
味
を

抱
き
、
大
島
健
司
教
授
の
勧
め
で

基
礎
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ

が
き
っ
か
け
で
大
学
院
に
進
み
、

長
崎
大
学
第
三
解
剖
学
教
室
に
も

「
…
÷

１１

Ｌ
－

実
験
室
が
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に

研
究
室
お
よ
び
器
材
室
に
は

①
Ｄ
Ｎ
Ａ
シ
ー
ケ
ン
サ

②
Ｄ
Ｎ
Ａ
自
動
分
離
装
置

③
プ
ロ
テ
イ
ン
シ
ー
ケ
ン
サ

④
生
体
分
子
相
互
作
用
解
析
装

置
⑤
高
機
能
分
離
用
超
遠
心
機

⑥
イ
メ
ー
ジ
プ
ロ
セ
ッ
サ

⑦
自
動
細
胞
解
析
分

離
装
置

⑧
バ
イ
オ
・
イ
メ
ー

　

‐

ジ
ン
グ
ア
ナ
ラ
イ

ザ
ー

な
ど
が
設
置
さ
れ
ま

国
内
留
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
眼
内
増
殖
を
抑
制

す
る
た
め
、
そ
の
機
序
の
解
明
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
網
膜

の
変
性
を
抑
制
・
改
善
す
る
目
的

で
、
サ
イ
ト
カ
イ
ン
と
網
膜
の
関

係
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
さ
ら
に
研
究
を
発
展
さ
せ

臨
床
応
用
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

昨
年
よ
り
病
棟
医
長
を
命
ぜ
ら

れ
、
現
在
は
主
に
臨
床
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
臨
床
経
験
も

少
な
く
、
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
げ
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
と
も
ご
指
導
を
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

施設
す
。

　　　　　　　　

脚

　

こ
れ
ま
で
の
Ｐ
２
レ
ベ
ル
で

　

脚

の
遺
伝
子
組
換
え
実
験
室
で
は

　

脚

不
可
能
で
あ
っ
た
エ
イ
ズ
ウ
イ

ー

ル
ス
由
来
の
ベ
ク
タ
ー
や
エ
イ

臓

ズ
ウ
イ
ル
ス
感
染
組
織
の
取
扱

　

醐

い
な
ど
も
可
能
に
な
る
と
い
う

　

…

こ
と
で
、
皆
さ
ん
に
広
く
利
用

　

－

さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
剛

　　
　
　　
　　　　　　　　
　
　　
　　　　
　　　　　　　　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　　　　　
　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　　　　　　　　　　　
　
　　
　　　　　　　　
　
　　　　
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

私
立
大
学
の
大
学
院
・
研
究

　

実
験
室
が
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に

　

す
。

　　　　　　　　　　　　

　

４月１９日～５月６日に行われた第３６回九

州ｏ山ロ医科学生体育大会 （＝九山大会）

にて、 下記の愛好会が優秀な成績をおさめ帥

　　

即

〕

　

勝

お

　　　　

回

績

　　　　

優

を

　　　　

４

　

成

　　　　

準

績

　　　　

り

高

　　　　

一

成

　　　　

ぶ

　

最

　　　　

ア

‐ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

オ

〔過去最高成績〕

ぶ

　

最
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（５）

　　

第 ３５ 号 福

　

岡 大 学 医 学 会 ニ

　

ュ

　

ー

　

ス 平成９年（１９９７年）９月１日

　

福岡大学医学紀要

優秀論文賞決定

　

下記の方々が、 福岡大学医学紀要優秀論文賞を
受賞されました。（教室便り 「受賞」ｏ第３６回例会
報告に再掲）
伊崎

　

輝昌 〔整形外科学〕

　

論文名 「上腕二頭筋関節唇複合体損傷に対する
基礎的および臨床的研究」
米運

　

利幸 〔精神医学〕

　

論文名 「高齢の精神科入院患者の入院の長期化
に関する研究－Ｆ病院における実態調査から－」

回国回国
内田

　

俊毅、 立花

　

克郎、 森岡

　

英次、
久野

　

修資 〔内科学第一〕

　

日本超音波医学会第１１回論文賞

　

（菊池賞） 基礎領域部門

　

研究業績 「成人Ｔ細胞白血病細胞に対するポル

　

フイマーナトリウムを用いた音響化学療法の効

　

果」

朔

　

啓二郎 〔内科学第二〕

　

日本内科学会

　

第５回認定内科専門医会

　

研究

　

奨励賞

　

研究業績 「遺伝因子と環境因子の統合から高血

　

圧運動療法の適用性を探る」
米灘

　

利幸 〔精神医学〕

　

福岡大学医学紀要優秀論文賞
伊崎

　

輝昌 〔整形外科学〕

　

福岡大学医学紀要優秀論文賞

　

次の方は、 平成９年３月２４日付で、 福岡大学よ
り医学博士を授与された。

押川

　

達巳 〔解剖学第二〕

　

笥命文名 “Ａｐｉｃａｌｅｎｄｏｃｙｔｏｓｉｓｏｆｌｅｃｔｉｎｓｂｙｔｈｅ

ａｂｓｏｒｐｔｉｖｅｃｅｌｌｓｏｆｔｈｅｓｕｃｋｌｉｎｇｒａｔｊｅｊｕｎｕｍｉｎ

ＶＩＶ０‐
“

荒川

　

文子 〔生化学第一〕

　

論文 名

　

”Ｓｔｕｄｉｅｓ

　

ｏｎ ｍｏｕｓｅ‐ｈｕｍａｎ ｃｈｉｍｅｒｌｃ

ａｎｔｉｂｏｄｉｅｓ‐

　

１） Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ ａｎｄ

　

ｅＸｐｒｅｓｓｉｏｎ

　

ｏｆ

　

ｔｗｏ

　　　　　

ｎｌｏｕｓｅ－ｈｕｒｎａｎ

　

ｃｈｉｎｌｅｒｉｃ

　

ａｎｔｉｂｏｄｉｅｓ

　

Ｗｉｔｈ

　　　　

ｈｉｇｈｓｐｅｃｉｆｉｃｉｔｙ ａｎｄａｆｆｉｎｉｔｙｆｏｒｃａｒｃｉｎｏ－

　　　　　

ｅｎ１ｂｒｙｏｎｉｃ

　

ａｎｔｉｇｅｎ．

　

２） Ｃ１ｏｎｉｎｇ ａｎｄ ｓｅｑｕｅｎｃｉｎｇ ｏｆｔｈｅ ＶＨ

　

ａｎｄ

　　　　

Ｖｋ

　

ｇｅｎｅｓ

　

ｏｆ

　

ａｎ

　

ａｎｔｉ‐ＣＤ３

　

揺ーｏｎｏｃｌｏｎａｌ

　　　

ａｎｔｉｂｏｄｙ， ａｎｄ ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎｏｆａ ｍｏｕｓ

　　　　　

ｈｕｎｔｌａｎ

　

ｃｈｉｎｌｅｒｉｃ

　

ａｎｔｉｂｏｄｙ．
”

徳永

　

良子 〔薬理学〕

　

論文名 “Ｔｈｅ

　

ｇａｎｇｌｉｏｎｉｃ

　

ｓｔｉｍｕｌａｔｉｏｎ

　

ｂｙ

ａｎｇｉｏｔｅｎｓｉｎ

　

ｌｌ

　

ａｎｄ

　

ｒｅｃｅｐｔｏｒｓａｓｗｒｅｌｌａｓｓｉｇｎａｌ

ｔｒａｎｓｄｕｃｔｉｏｎｉｎｖｏｌｖｅｄｉｎｔｈｅｄｏｇｃａｒｄｉａｃｓｙｎｎ‐

ｐａｔｈｅｔｉｃｇａｎｇｌｉａ．
”

城下

　

豊生 〔病理学第一〕

　

論文名 「食道癌における人乳頭腫ウィルスと

ｐ５３蛋白の過剰発現についての検討」
田代光太郎 〔病理学第一〕

　

論文名 「肺原発リンパ増殖性疾患のｃｌｏｎａｌｉｔｙ；

免疫グロプリンに対するｉｎ

　

ｓｉｔｕ ｈｙｂｒｉｄｉｚａｔｉｏｎ

（ＩＳＨ） と ｐｏｌｙｍｅｒａｓｅｃｈａｉｎｒｅａｃｔｉｏｎ ＣＲ） の

利用」
柴田

　

隆夫 〔病理学第一〕

　

論文名 “胃原発 ＭＡＬＴ 型悪性リンパ腫の ＶＨ
ファミリー使用の偏りおよび選択発現された浸
潤Ｔ細胞のＶβ レパートリー」
山田

　　

豊 〔病理学第一〕

　

論文名 「大腸上皮性腫癌の免疫組織化学的研究
‐特に Ｋｉ‐６７， ｐ５３および内分泌細胞分化からみ
た隆起型と表面型腫場の比較を中心に－」
孟

　　　

晶 〔病理学第二〕

　

論文名 “Ａｄｖａｎｃｅｄｇｌｙｃａｔｉｏｎｅｎｄｐｒｏｄｕｃｔｓｏｆ

ｔｈ‐ｅ

　

ハ４ａｉｌｌａｒｄ

　

ｒｅａｃｔｉｏｎ

　

ｉｎ

　

ａｏｒｔｉｃ

　

ｐｅｐｓｉｎ‐ｉｎｓｏｌｕ－

ｂｌｅａｎｄ ｐｅｐｓｉｎ‐ｓｏｌｕｂｌｅｃｏｌｌａｇｅｎ

　

ｆｒｏ］ｍ ｄｉａｂｅｔｉｃ

ｒａｔｓ‐
“

内田

　

俊毅 〔内科学第一〕

　

論文名 “Ｅ１ｉｍｉｎａｔｉｏｎｏｆＡｄｕｌｔＴ‐ｃｅｌＩＬｅｕｋｅ‐

ｍｉａ（ＡＴＬ） Ｃｅｌｌｓ Ｕｓｉｎｇ Ｐｈｏｔｏｓｅｎｓｉｔｉｚｅｒｓ ｆｏｌ‐

ｌｏｗｅｄｂｙ Ｕ１ｔｒａｓｏｕｎｄ Ｔｒｅａｔｌｎｅｎｔ．
”

横山

　

昌典 〔内科学第一〕

　

論文名

　

”ＳｙｓｔｅｍｉｃＨｅｍｏｄｙｎａｍｉｃｓａｎｄＳｅｒｕｍ
Ｎｉｔｒａｔｅ ＬｅｖｅｌｓｉｎＰａｔｉｅｎｔｓ Ｕｎｄｅｒｇｏｉｎｇ Ｅｎｄｏｓｃｏ－

ｐｉｃ ＶａｒｉｃｅａＩＬｉｇａｔｉｏｎ．
”

延原

　

幸嗣 〔内科学第一〕

　

論文名 「無症候性脳梗塞患者の長期予後」
原田

　

恭子 〔内科学第一〕

　

論文名 「Ｇｅｎｏｔｙｐｅｌｂ（１１） Ｃ型慢性肝炎に対す
るＩＦＮ 治療効果予測因子の研究」
白

　　　

懐 〔内科学第二〕

　

論文名 ”Ｐｏｌｙｍｏｒｐｈｉｓｍ ｏｆｔｈｅａｐｏｌｉｐｏｐｒｏｔｅｉｎ

Ａ－ｒｖｇｅｎｅａｎｄｉｔｓｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｃｅｉｎｌｉｐｉｄｌｒーｅｔａｂｏ－

ｌｉｓｍ ａｎｄｃｏｒｏｎａｒｙ ｈｅａｒｔｄｉｓｅａｓｅｉｎ ａＪａｐａｎｅｓｅ

ｐｏｐｕｌａｔｉｏｎ”

前田

　

浩和 〔内科学第二〕

　

論文名 「腎 ドパ ミ ン系 とカ リク レイ ンーキニ ン

系の関連」
松本

　

直通 〔内科学第二〕

　

論文名 「ニフェジピン投与前後における血圧低
下と心電図上の虚血性変化に関する検討」
高尾

　

岳久 〔精神医学〕

　

論文名 「福岡大学病院精神神経科２１年間におけ
る思春期前期 （特に中学生） の神経症的発症と神
経症的不登校についての研究」
内田

　

信哉 〔精神医学〕

　

論文名 「遷延性うつ病患者の心気的態度に関す
る研究」
永井

　　

哲 〔外科学第一〕

　

論文名 「肺ラ氏島移植に於ける経口糖尿病治療
薬、 Ｔｒｏｇｌｉｔａｚｏｎｅ 有用性：移植後レシピエント
に発現する高血糖の改善効果」
三上

　

公治 〔外科学第二〕

　

論文名 「ヒト大腸癌胃癌細胞におけるｍｉｔｏｍｙｃｉｎ
Ｃ感受性決定因子としての ＯＴ－ｄｉａｐｈｏｒａｓｅ活性
の意義」
池田

　

耕一 〔脳神経外科学〕

　

論文名 「開頭術の手術侵襲－サイトカイン、 コ
ルチゾール、白血球、ＣＤ４／８比の周術期の変動－」

１山田

　

隆司 〔心臓血管外科学〕

　　

論文名 「持続ぎ性常温‐血液心筋保護法の有用性」
江本

　　

玄 〔整形外科学〕

　　

討論文 名

　

“Ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓ

　

ｏｆ

　

ｈｉｓｔｉｏｃｙｔｉｃ ａｎｄ

　

ｌ

　

ｒーｅｓｅｎｃｈｙｉｎｌａｌばーａｒｋｅｒｓｉｎｐｒｏｌｉｆｅｒａｔｉｎｇｃｅｌｌｓｏｆ

　

ｇｉａｎｔｃｅｌｌｔｕｎ・ｏｒｏｆｂｏｎｅ． Ａ ｎｎｕｌｔｉｐｌｅｉｎ・ｎｌｕｎｏ‐

　

ｓｔａｉｎｉｎｇ ａｎａｌｙｓｉｓお

尾崎

　

弘明 〔眼科学〕

　

論 文 名

　

”ｌｎｔｒａｖｉｔｒｅａｌｓｕｓｔａｉｎｅｄｒｅｌｅａｓｅｏｆＶＥ

， ＧＦｃａｕｓｅｓｒｅｔｉｎａｌｎｅｏｖａｓｃｕｌａｒｉｚａｔｉｏｎｉｎｒａｂｂｉｔｓ

；

　

ａｎｄｂｒｅａｋｄｏｗ÷ｎｏｆｔｈｅｂｌｏｏｄ‐ｒｅｔｉｎａ．ｂａｒｒｉｅｒｉｎ

ｉ

　

ｒａｂｂｉｔｓａｎｄｐｒｉｎｌａｔｅｓ．
”

１

　

小林

　

秀樹 〔産科婦人科学〕

　　

論 文名 “Ｃ１ｉｎｉｃａｌｅｆｆｅｃｔｓｏｆｅａｒｌｙ ｖｅｓｉｃｏ‐ａｍ‐

ｉ

　

ｎｉｏｔｉｃｓｈｕｎｔｉｎｇ ｏｐｅｒａｔｉｏｎｆｏｒｆｅｔａｌｏｂｓｔｒｕｃｔｉｖｅ

ｌ

　

ｕｒｏｐａｔｈｙ－ｖｖｉｔｈｓｐｅｃｉａｌｒｅｆｅｒｅｎｃｅｔｏｔｈｅｕｓｅｏｆ

ｉ

　

ｎｅｗｌｙｄｅｓｉｇｎｅｄｄｏｕｂｌｅｂａｓｋｅｔｃａｔｈｅｔｅｒ－”

１

　

赤司

　

和彦 〔麻酔科学〕

　

論文名 「腹腔鏡下胆嚢摘出術の麻酔法と術後鎮
１

　

痛法の検討」
１竹村

　　

聡 〔筑紫室病院・消化器科〕

　

論文名 「胃隆起型上皮性腫癌の血管密度、 血管
ｉ

　

内皮増殖因子（ＶＥＧＦ） に関する病理組織学的お
１

　

よび臨床的検討」
１

　

稲田

　

繁充 〔筑紫病院・外科〕

　　

論文名 「食道癌の免疫組織化学的研究
１

　

－－ｐ５３， Ｅ‐ｃａｄｈｅｒｉｎ， ｅｐｉｄｅｒｍーａｌ

　

ｇｒｏｗァｔｈ ｆａｃｔｏｒ

ｉ

　

ｒｅｃｅｐｔｏｒ による悪性度の評価について－」
１

　

平井

　

郁仁 〔筑紫病院ｏ消化器科〕

　

論文名 「Ｃｒｏｈｎ

　

病の長期予後に関する臨床的
ｉ

　

検討」
１

　

古川

　

尚志 〔筑紫病院・消化器科〕

　

論 文名 「Ｃｒｏｈｎ病に対する栄養療法の短期緩
…

　

解率とその影響因子に関する研究」
…

　

喜多村邦弘 〔筑紫病院・外科〕

　　

論文名 「大腸癌の血行性転移に関する免疫組織
１イヒ学的研究－特に血管内皮細胞増殖因子と血管新
１

　

生からみた肝転移の予知について－」
１

　

溝口

　

幹朗 〔筑紫塗病院・病理部〕

　

論文名 「剖検例における潜伏性前立腺癌と管内
…

　

異型過形成の病理学的検討」

＼＼＼＼全

　

体 新

　

卒 既

　

卒

受 験 者 １３７名 １０９名 ２８名

合 格 者 １１１名 ９３名 １８名

合 格 率 ８１．０％ ８５．３％ ６４．３％

平成９年３月１５日ｏ１６日に第９１回医師国家試験が実施され、
本学から１１１名が合格した。 合格状況を右に示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｍ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

”

　　　　

”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【

　　　　

”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｍ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

★
合格者の研修先は次のとおり。

　　

（福大病院は科名のみ）

”▲多令菅は 白叫ドードー重‐魚或 里す左ゑ左づ・米 桑月１月１上－数１司鮎太」大Ｚ工≠工 傭ｉキエ′字 魚」ヒ 岩 岩ｆ昇←市？也づ荒 麦安 善吾 愛

　

←にネ寸武ネ寸±也イ旨 島ネ寸一萎崖擬ｕ」さ奏才皮－崎 ロネ寸田ｎ本 田 久 夏－擦 ｍ案 冨Ｕ里序乍主 田 田セ勿 藤去湯 田州木 斉Ｂ柳ｉ野

　

ペタ １真

　　

；嘉

　　　　

希‐

　　　　　　　　　

田

　　　　　　　　　　　　

↑呆糸窓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

真１ 威
光糸己 由′靖 一ｒ栄老 乃イモ 匡 康載

　　

泰

　　

匿塗 雅

　　

禾口泰 嘉書裕－亮 大…正

　　

正三′宏

　　

裕

　　

重に真‐和１髪真 真

　　

，理－－
広云ｉ子‐美 久日＝ 士１峰 子毎女糸己ｆ建 寛Ｕ健 志ミ也 寛寛ｆモテ合 一 子 子－劇～マ告達 光 一 率 之享女 憲、－ 竃綜中風 蓑里ｉ羊 子‐ＥＢ
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第３５ 号

回国回国
ヲ毎外壱留学・止再長

　

平成８年１１月以降分

　

①留学または出張先国名

　

②期間 （予定も含む）

　

③目的
井上

　

真澄 〔生理学第一〕

　

①アメ リカ

　

②’９７．５．１９
’９８．５．１８

　

③副腎髄質細胞における分泌機構の解明
永井

　　

哲 〔外科学第一〕

　

①アメ リカ

　

②’９６．１２～’９８‐１２

　

③臨床騨ラ氏島移植に関する研究
吉武

　

裕明 〔外科学第二〕

　

①アメ リカ

　

②’９６．４．～

　

③消化器癌基礎研究
篠原

　

徹雄 〔外科学第二〕

　

①アメ リカ

　

②’９６．１０～

　

③消化器癌基礎研究
平塚

　

昌文 〔外科学第二〕

　

①アメリカ

　

②’９５‐１０～

　

③肺移植基礎研究
米田

　　

敏 〔外科学第二〕

　

①ドイツ

　

②’９６．１１～

　

③呼吸器癌基礎研究
張

　　

敬範 〔整形外科学〕

　

① アメ リカ

　

②’９６‐１１～’９７．１０

　

③ＢｉｏｌｏｇｉｃＲｅｓｕｒｆａｃｉｎｇｏｆＡｒｔｉｃｕｌｅｒ

　　

Ｃａｒｔｉｌａｇｅ ＤｅｆｆｅｃｔｓＵｓｉｎｇＡＩ１ｏｇｒａｆｔ

　　

Ｃａｒｔｉｌａｇｅ Ｔｒａｎｓｐｌａｎｔａｔｉｏｎ Ｇｒｏｗｎｉｎ Ｖｉｔｒｏ

江本

　　

玄 〔整形外科学〕

　

①アメ リカ

　

②’９７．２～’９８‐５

　

③人工膝関節について
檎田

　

伸一 〔整形外科学〕

　

①アメ リカ

　

②’９７．２～’９８．１

　

③手の手術

山道

　

光雲 〔眼科学〕

　

①アメ リカ

　

②’９７‐４～’９８‐３

諸見里安史 〔眼科学〕

　

①アメ リカ

　

②’９７．４～’９８．３

原浬

　

一郎 〔麻酔科学〕

　

①アメ リカ

　

②’９６‐７～’９９‐６

　

③帯状庖疹後神経痛の臨床共同研究、

　　

Ｎｅｕｒｏｐａｔｈｉｃｐａｉｎの基礎研究

マ毎外÷カ１らの糟留 学

　

平成８年１１月以降分 （３か月間以上）
①出身地での所属 （職名）

　

②期間

　

③目的
王

　　

立興 （ＷａｎｇＬｉｘｉｎｇ）〔内科学第二〕
①中国徐州医学院 （助手）
②’９７‐４‐１～’９８‐３‐３１

③レニン・アンジオテンシン系と心血管病
欧

　　

加福 （ｏｕＪｉａＦｕ）〔内科学第二〕
①中国福建医科大学 （助手）
②’９７．４．１～’９８．３．３１

③高脂血症の遺伝子治療に関する研究
道

　　

和栄 〔内科学 （健康管理学）〕
①中国吉林省延辺医学院附属病院神経内科主医

　

師

　

② ９７４ユ～９８３３１

③脳血管障害の臨床的研究
曲

　　　

紅 〔内科学 （健康管理学）〕
②’９７．４．１～’９８．３．３１

③多発性脳梗塞の病態

テ毎外÷カ１ら の 来 訪

　

平成８年１１月以降分

　

①所属 （役職）
③来訪の目的 （講演題目）

　

④来訪日
Ｋｅｅ‐Ｗｏｎ，ＫＩＭ 〔薬理学〕

　

①Ｃｈｏｎｂｕｋ

　

ＮａｔｉｏｎａＩ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ

　

ＭｅｄｉｃａＩ

　　　

Ｓｃｈｏｏｌ， Ａｓｓｏｃｉａｔｅ Ｐｒｏｆｅｓｓｅｒ

　

②総合研究所主催研究会；ｏｐｉｏｉｄｒｅｃｅｐｔｏｒｓｉｎ

　　　

ｈｕｎｒ・ａｎ

　

ｃｅｒｅｂｒａｌ

　

ｃｏｒｔｅｘ；

　

Ｌｉｇａｎｄ ｂｉｎｄｉｎｇ

　　　

ａｎｄｂｉｏｌｏｇｉｃａｌｒｏｌｅｓ‐
③’９７．３．Ｉ

ＲａｆａｅＩＬａｍｏｔｈｅ－Ａｒｇｕｍｅｄｏ 〔寄生虫学〕

　

①メキシコ自治大主任研究員・教授
②平成８年度文部省科学研究 （国際学術研究）

　　

「メキシコ新型皮膚飛行症に関する研究」 に

　　

よる招聡
③’９６．１１．２６～１２．８

ＳｉｌｖｉａＰａｓＤｉａｓＣａｍａｃｈｏ 〔寄生虫学〕

①シロアナ自治大教授
②平成８年度文部省科学研究（国際学術研究）

　　

「メキシコ新型皮膚飛巴行症に関する研究」 に

　　

よる招聡

　

③’９６．１１‐２６～１２．８

福

　

岡 大 学

　

医 学 会 ニ

　

ュ

　

ー

　

ス

　　　　

平成９年（１９９７年）９月１日

　　

（６）

ＣｈｒｉｓｔｏｐｈｅｒＣ．Ｃｏｒｄｅｓｓ， Ｍ．Ｄ． 〔精神 医学〕
①ロ ン ドン大学チャリ ン グク ロス ＆ウェス トミ

　　

ンスター医学校名誉上級医師

　

②疾病行動の精神分析
③’９７．１．３１

１ｔｉｒｏｓｈｉｒａｋａｗａ， Ｍ．Ｄ． 〔精神 医学〕

①サンパウロ連邦大学
②第４回多文化間精神医学会

　　

特別講演 「日本から帰った日系ブラジル人の

　

精神障害」
③’９７．２．７～８

震ｎｇ－Ｋｕｎｇ Ｙｅｈ， Ｍ．Ｄ．〔精神医学〕

　

①Ｐｒｏｆｅｓｓｏｒ Ｅｍｅｒｉｔｕｓｏｆ Ｐｓｙｃｈｉａｔｒｙ， Ｔａｉｐｅｉ

　　　

公佳ｅｄｉｃａＩＣｏｌｌｅｇｅ

　

②第４回多文化間精神医学会

　　

教育講演

　

Ｃｒｏｓｓ‐ｃｕｌｔｕｒａＩＡｄａｐｔａｔｉｏｎ：

　　

ＴａｉｗａｎｅｓｅＳｔｕｄｅｎｔｓｉｎｔｈｅ ＵｎｉｔｅｄＳｔａｔｅｓ”

③’９７．２．７～８
Ｂｙｕｎｇ－Ｋｕｎ Ｍｉｎ， Ｍ．Ｄ． 〔精神医学〕

　

①Ｐｒｏｆｅｓｓｏｒｏｆ Ｐｓｙｃｈｉａｔｒｙ， Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ ｏｆ

　　

Ｕ１ｓａｎ

②第４回多文化間精神医学会

　　

教育講演

　

Ｃｕｒｒｅｎｔｓｔａｔｕｓｏｆｔｒａｎｓｃｕｌｔｕｒａｌ

　　

ｐｓｙｃｈｉａｔｒｙｉｎ Ｋｏｒｅａ”

③’９７．２．７～８
Ｊｏｅ Ｙａｍａｍｏｔｏ， Ｍ‐Ｄ． 〔精神 医学〕

　

①ＰｒｏｆｅｓｓｏｒＥｍｅｒｉｔｕｓｏｆＰｓｙｃｈｉａｔｒｙ， ＵＣＬＡ

　　

Ｎｅｕｒｏｐｓｙｃｈｉａｔｒｉｃｌｎｓｔｉｔｕｔｅ

　

②第４回多文化間精神医学会

　

シンポジウム

　　

“ＳｔｕｄｉｅｓｏｆＫｏｒｅａｎ Ａｍｅｒｉｃａｎｓｉｎ ＬｏｓＡｎｇｅｌｅｓ
”

③’９７．２．７～８
ＳｉＨｙｕｎｇ Ｌｅｅ， Ｍ．Ｄ． 〔精神 医学〕

　

①ＫｏｒｅａｌｎｓｔｉｔｕｔｅｏｆＳｏｃｉａＩＰｓｙｃｈｉａｔｒｙ，

　　　

Ｓａ］α．ｓｕｎｇ Ｌｉｆｅｌｎｓｕｒａｎｃｅ Ｃｏ］αーｐａｎｙ

　

②第４回多文化間精神医学会

　

シンポジウム

　　　

”ＳｏｃｉａＩＣｈａｎｇｅｓａｎｄ Ｋｏｒｅａｎｌｄｅｎｔｉｔｙ
”

③’９７．２．７～８

岡崎

　

春雄 〔脳神経外科学〕
①アメ リカ、 メイ ヨークリニック

　

②福岡神経病理セミナー講師
③’９７‐２ユ５～１６

①書名

　

②発行所
宮内

　

亮輔 〔解剖学第一〕
①解剖学実習テキスト （翻訳・分担） ②文光堂

山下

　

信哉 〔解剖学第一〕
①プラクチィカルマニュアル

　

手疾患保存療法

　　

（分 担） ②金原出版
三好寓佐行 〔解剖学第二〕、
小川

　

晴一 〔解剖学第一〕

　

①人体組織学３

　

脈管、 血液・リンパ系

　　

５．牌臓～赤牌髄 （分担）

　

②朝倉書店
池原

　

征夫 〔生化学第二〕

　

①標準分子医化学 （分担）

　

②医学書院
岩崎

　　

宏 〔病理学第一〕
①病理キーワード’９７

　

②文光堂
岡田

　

光男 〔内科学第一〕

　

①今日の治療指針

　

１１．消化器疾患 「胃ポリ－

　　

プ、 胃腺腫、 胃粘膜下腫癌」（分担）

　

②医学書院
木下

　

昭生、 浦田

　

秀則、 荒川規矩男

　　　　　　　　　　　

〔内科学第 二〕

　

①アンジオテンシン１１受容体桔抗薬のすべて

　　

（分担） 非古典的アンジオテンシン１１産生系

　　

とその病態生理的意義

　

②先端医学社
古賀

　　

学、 荒川規矩男 〔内科学第二〕

　

①目でみる臨床栄養学

　

（分担） 高血圧

　

②医歯薬出版株式会社
荒川規矩男 〔内科学第二〕

　

①患者と家族のための高血圧Ｑ＆Ａ
②ライ フ・サイ エ ンス

向野

　

賢治 〔内科学第二〕

　

①起炎菌決定と抗菌薬処方マニュアル （分担）
②日本プランニングセンター

満留

　

昭久 〔小児科学〕

　

①ＴＥＸＴ 小児科学 （分担） ②南山堂
満留

　

昭久 〔小児科学〕

　

①ＲｅｃｅｎｔＡｄｖａｎｃｅｓｉｎＣ１ｉｎｉｃａＩＮｅｕｒｏｐｈｙｓｉｏ－

　　

ｌｏｇｙ（分担）

満留

　

昭久

　

回・児科学〕

　

①小児科学 （分担） ②医学書院
岡崎

　

正敏、 東原

　

秀行 〔放射線医学〕、
司城

　

博志 〔内科学第一〕

　

① Ｄｉａｇｎｏｓｉｓ

　

ａｎｄ

　

Ｔｒｅａｔｍｅｎｔ

　

ｏｆ

　

Ｈｅｐａｔｏ‐

　　

ｃｅｌｌｕｌａｒ Ｃａｒｃｉｎｏｍａ（ｅｄ） Ｔ‐Ｌｉｖｒａｇｈｉ， Ｍ‐

　　

Ｍａｋｕｕｃｈｉ，Ｌ‐Ｂｕｓｃａｒｉｎｉ（分担）
②Ｇｒｅｅｎｗｉｃｈ， ＭｅｄｉｃａＩ Ｍｅｄｉａ， Ｌｏｎｄｏｎ Ｍ．

　　

Ｍａｋｕｕｃｈｉ，Ｌ．Ｂｕｓｃａｒｉｎｉ（分 担）
岡崎

　

正敏、 北川

　

晋二 〔放射線医学〕

　

①標準放射線医学第５版 （分担） ②医学書院
池田

　

靖洋 〔外科学第一〕
①消化器治療内視鏡の基本手技 （分担）
②金原出版

嘉数

　　

徹 〔外科学第一〕

　

①ベッドサイ ドキ肖化器病学 （分担） ②南江堂
嘉数

　　

徹 〔外科学第一〕
①新外科学大系

　

追補２

　

肝・胆・腿の外科、

　　

外科と分子生物学 （分担） ②中山書店
白日

　

高歩、 岡林

　

寛 〔外科学第二〕

　

①日本外科学会医学用語委員会

　

外科手術用語

　

集

　

②金原出版
白日

　

高歩、 川原

　

克信、 岩崎

　

昭憲

　　　　　　　　　　　　

〔外科学第二〕

　

①胸腔鏡アトラス

　

②金原出版
岡

　　

一成 〔脳神経外科学〕

　

①顕微鏡下手術のための脳神経外科解剖ＩＸ（分

　

担）

　

②サイメッドパブリケーションズ
緒方

　

公介 〔整形外科学〕

　

①変形性膝関節症の運動・生活ガイド運動療法

　　

と日常生活動作の手引き （共著）
②日本瞥事新報社

大島

　

健司 〔眼科学〕

　

①眼科診療プラクティス２７巻 （分担）
②文光堂

有吉

　

朝美 〔泌尿器科学〕
①ベッドサイド泌尿器科学、 改訂第３版手術編

　　

（共著）

　

ＸＩＩ－２尿管皮膚屡術
②南江堂

有吉

　

朝美、 大島

　

一寛 〔泌尿器科学〕
①新泌尿器科学、 第３版

　　

各論１

　

発生と先天性異常

　

②南山堂
有吉

　

朝美 〔泌尿器科学〕

　

①泌尿器科診療Ｑ＆Ａ

　

腎静脈系の異常と腎出

　

血

　

②六法出版社
松永方鶴子、 赤司

　

和彦、 檀

　

健二郎 〔麻酔科学〕

　

①図説最新麻酔科学シリーズ２巻

　

周術期菅理

　　

（分 担）

　

②メディカル・ビュ一社
益崎

　

隆雄 〔救命センター〕

　

①食道・胃静脈癌 （剖検例からみた食道・胃静

　　

脈癌の形態と治療に変化） （共著）
②日本メディカルセンター

森園

　

哲夫 〔筑紫病院

　

耳鼻咽喉科〕
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